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　　　　　　　　難灘、　　　　　　　　　霧　　　　　　難灘嚢　　　　　　懸　　　　　驚，

ソ
連
抑
留
者
の

　
　
　
皆
様
に
お
願
い

　
先
般
十
二
月
五
日
長
岡
農
協
福
祉
会

館
に
於
い
て
、
全
国
戦
後
強
制
抑
留
補

償
要
求
推
進
協
議
会
県
連
代
表
者
会
議

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
昭
和
二

十
年
八
月
十
五
日
、
私
共
は
満
洲
樺
太

北
千
島
の
各
地
で
日
本
政
府
の
降
伏
命

令
に
従
い
、
平
和
に
ソ
連
政
府
の
支
配

下
に
の
り
ま
し
た
。
日
本
政
府
が
受
諾

　
　
　
　
　
　
』
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
難

劉
襲
新
酒
舞
犠
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
　
山

蕩
め
街
の
灯
に
雪
観
る
や
師
走
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

焚
く
落
葉
一
、
樹
纐
影
韓
煙
這
う
》

　
　
　
　
　
　
　
濾
馨
　
．
…
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
，
鍵
響
海
鮮
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
隙
　
雛

熱
羅
灘
鞭
．
．
、

馨
　
　
　
葱
む
き
お
れ
ば
槌
せ
ゆ
く
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

掛
梯
子
そ
の
ま
ま
残
し
柿
熟
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岳
城

立
冬
の
虹
愛
憎
の
果
て
に
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

』
繋
り
秋
思
の
底
を
飛
ぶ
鴉

将
兵
は
完
全
に
武
装
解
除
せ
ら
れ
た
る

後
各
自
の
家
庭
に
復
帰
し
、
平
和
か
つ

生
産
的
な
生
活
を
営
む
機
会
を
与
え
ら

れ
る
べ
し
凶
と
あ
り
ま
す
。
此
の
宣
言

の
参
加
国
で
あ
る
ソ
連
政
府
は
、
速
か

に
私
共
を
日
本
に
送
還
す
べ
き
筋
合
い

の
も
の
で
し
た
が
、
ソ
連
の
国
内
事
情

は
こ
れ
を
許
さ
ず
五
十
七
万
余
の
労
働

力
を
戦
後
の
復
興
作
業
に
動
員
す
べ
く

ソ
連
国
内
に
連
行
長
期
抑
留
を
強
制
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
我
々
は
此

の
事
に
付
き
標
題
の
如
く
中
里
支
部
結

灘璽・

璽

　
・
、
懲
繋
麟
顯
醐

　
　
大
藤
灘
鷲
衝
糟
鷹
謄
　
辮

　
　
　
　
　
．
麟
讐
擁
．
鱗
讐
、
・

舎
生
活
一
遍
耀
鰹
難
懸
雛
め
融

に
ぎ
．
麟
櫻
幾
禰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙
、
，
　
　
　
　
　
懸
謬

夕
さ
れ
ば
榊
人
行
く
旅
轟
の
悲
し

成
を
す
る
よ
う
県
連
よ
り
連
絡
を
受
け

ま
し
た
。
此
々
に
館
報
を
以
っ
て
伝
言

す
る
と
共
に
名
簿
作
成
の
為
、
誠
に
恐

縮
に
存
じ
ま
す
が
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
等
を
至
急
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

連
絡
先
は
、
田
沢
地
区
は
如
来
寺
服
部

喜
一
郎
（
鴛
）
二
二
八
○
、
貝
野
地
区
は
堀

之
内
徳
井
一
二
（
電
毛
二
五
七
、
倉
俣
地

区
は
重
地
鈴
木
宗
松
（
電
）
八
六
〇
二
、
清

津
峡
、
高
道
山
地
区
は
朴
木
沢
渡
辺
真

記
雄
（
電
）
二
六
七
八
で
す
。

　
　
　
，
馨
篭
．
鷲

　
　
　
　
鎌
蓼
の
陽
さ
せ
ば
山
畑
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢
．
簸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
泌
難
－

　
　
　
　
　
　
　
配
羅
、
灘
錘
灘

『灘灘、顯綴i

纏騒醗、

善
意
を
あ
り
が
と
う

一
月
三
日
㈱

山
口
医
院
軒
棘
通
り

　
　
電
五
⊥
6
0
三

　
如
来
寺
の
小
柳
秀
五
郎
さ
ん
よ
り
故

二
男
小
柳
浩
之
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し

　
　
　
）

一
月
六
日
旧

＋
日
町
病
院
高
田
町

　
　
電
七
－
五
五
六
六

付
さ
れ
ま
し
た
。

て
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
五
万
円
寄

一
旦
言
⑲

至
誠
堂
医
院
西
浦
東

　
　
電
二
±
一
三
七
六

「
月
の
休
日
急
救
医

一
旦
百
㈹

成
人
の
日

池
田
医
院
本
町
西
一

　
　
電
二
－
二
五
八
一

一
月
一
日
㈹

　
元
旦

中
条
病
院
北
原

　
　
電
七
圭
二
〇
一
八

百
二
冒
⑪

　
　
　
）

山
口
医
院
袋
町
中

　
　
電
二
⊥
二
七
四

一
月
一
百
㈱

大
島
医
院
川
原
町

　
　
電
二
⊥
充
五
七

一
月
毛
日
旧

富
田
医
院
神
明
町

　
　
電
二
⊥
三
六
九

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
如
来
寺
の
小
柳
秀
五
郎
さ
ん
よ
り
故

二
男
小
柳
浩
之
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し

て
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
五
万
円
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

一
月
の
休
日
急
救
医

人
生
往
来

◎
産
　
声

　
氏
　
名
　
　
　
父
の
名

鈴
木
康
成
　
　
宗
雄

齋
藤
　
俊
信
　
　
馨
爾

田
村
香
織
　
　
博
康

藤
ノ
木
誠
　
孝
　
一

桑
原
　
彰
美
　
　
今
朝
義

桑
原
　
　
亨
　
　
清

富
井
勇
太
　
　
田
　
吉

富
井
利
行
　
　
盛
勝

山
田
哲
也
　
　
學

阿
部
正
樹
　
　
一
　
雄

小
川
い
ず
み
　
久
昭

◎
高
砂

　
新
郎
　
滝
澤
　
角
夫
（
天
）

｛　
新
婦
　
山
田
マ
リ
子
（
二
三
）

部重

地落

本
屋
敷

山小倉小小
崎出俣出原

市
之
越

山
　
崎

桔
梗
原

土
　
倉

田
　
代

清
田
山

噺
郎
新
婦

噺
郎
新
婦

｛
新
郎
新
婦

噺
郎

　
新
婦

◎
昇
天

　
氏
　
名

井
之
川
巳
之
作

吉
樂
　
正
輝
（
究
）
上
　
山

高
橋
由
美
子
（
一
…
川
西
町

服
部
　
安
英
（
宝
）
如
来
寺

阿
部
　
眞
子
（
…
）
新
屋
敷

保
坂
　
正
美
（
三
〇
）
芋
　
沢

藤
木
ウ
メ
子
（
二
五
）
津
南
町

高
野
　
裕
（
一
…
白
羽
毛

齋
喜
　
道
代
（
一
西
）
倉
　
俣

樋吉山小
口樂田柳

丑喜リ浩
松一ン之

年
　
令

（
八
六
）

（
∈

（
七
八
）

（
八
六
）

（
七
三
）

荒宮宮如小部
　　　来
屋中中寺原落

※
前
号
の
高
砂
欄
中
、
新
郎
南
雲
一
男

（
三
四
）
、
新
婦
坪
谷
美
和
子
（
一
三
V
と
あ
る
の

は
そ
れ
ぞ
れ
（
茜
）
、
（
三
）
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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私たちの村
人　口 7，247（一1）

男 3，593（一3）

女 3，654（＋2）

世帯数 1，658（＋3）

饗
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今
年
の
除
雪
、
圧
雪
計
画
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
冬
期
間
の
交
通
確
保
の
た

め
、
次
の
点
に
御
協
力
下
さ
い
。

◎
除
雪
作
業
で
ふ
さ
が
れ
た
各
戸
の
出

　
入
口
は
各
戸
で
手
直
し
し
て
下
さ
い
。

◎
屋
根
の
雪
を
止
む
な
く
路
上
へ
出
さ

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
は
、
一
車
線

　
を
必
ず
確
保
す
る
よ
う
処
理
し
て
下

　
さ
い
。

◎
除
雪
対
象
路
線
、
待
避
所
へ
の
車
の

　
駐
車
、
放
置
は
絶
対
避
け
て
下
さ
い
。

　
違
法
駐
車
は
車
を
撤
去
し
ま
す
。

◎
除
雪
作
業
に
伴
い
、
不
都
合
な
点
が

　
生
じ
た
ら
必
ず
区
長
さ
ん
を
通
し
て

　
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

　
戸
々
か
ら
の
苦
情
等
は
一
切
受
け
つ

　
け
ま
せ
ん
。

ー
t
l
◇

　
年
賀
交
歓
会
が
次
の
通
り
行
な
わ
れ

ま
す
。
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

一
、
期
日
　
　
一
月
二
日
午
前
九
時
二
十
分

一
、
会
場
　
総
合
セ
ン
タ
i

一
、
会
費
　
五
〇
〇
円

　
村
民
娯
楽
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

希
望
者
は
一
月
十
八
日
迄
に
公
民
館
へ

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

一
、
期
日
　
一
月
二
十
日
　
午
前
九
時

一
、
会
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー

一
、
種
目
　
囲
碁
・
麻
雀
・
将
棋
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
人
一
首
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退
任
の
あ
い
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
村
議
会
議
長

　
厳
し
い
経
済
情
勢
の
ま
ま
慌
だ
し

く
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
事
、
去
る
十
一
月
十
九
日
任
期
満
了

に
ょ
り
議
会
議
長
を
退
任
い
た
し
ま
し

た
。
副
議
長
に
引
き
続
き
議
長
と
し
て

任
期
を
無
事
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
事
は
同
僚
議
員
諸
公
の
多
大
な
ご

協
力
と
、
村
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
の
賜
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
在
任
中
は
た
だ
ひ
た
す
ら
に
村

の
発
展
を
、
そ
し
て
村
民
の
幸
せ
が
少

し
で
も
前
進
す
る
事
の
み
を
願
い
乍
ら
、

つ
小
　
林
　
豊
　
政

私
な
り
に
精
一
杯
つ
く
し
た
つ
も
り
で

あ
り
ま
す
が
、
私
が
議
長
に
就
任
と
同

時
に
待
ち
構
え
て
い
た
の
が
農
家
農
村

に
と
っ
て
決
定
的
な
痛
手
と
な
る
米
の

作
付
制
限
、
減
反
政
策
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
従
来
農
家
が
要
求
し
続
け
て
き

た
適
正
米
価
に
よ
る
所
得
確
保
ど
こ
ろ

で
は
な
く
、
正
に
働
く
場
、
職
場
の
縮

少
で
あ
り
企
業
に
於
け
る
人
員
整
理
と

同
じ
事
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
向
う
十

ケ
年
と
言
う
途
方
も
な
い
政
策
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
来
年
こ
の
途
は
更
に

強
化
拡
大
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
方
を
守
り
育
て
て
こ
そ
民
主
的
地
方

自
治
で
あ
り
、
住
民
に
害
を
与
え
る
も

の
と
戦
い
住
民
を
守
っ
て
こ
そ
住
民
自

治
で
あ
る
筈
、
そ
の
見
地
か
ら
は
現
在

鼻
幾　椿θ

なかさと第281号

の
各
自
治
体
は
余
り
に
も
無
力
で
あ
っ

た
事
を
痛
感
し
た
次
第
で
す
。
我
々
村

民
は
今
後
共
そ
れ
ぞ
れ
知
恵
を
し
ぼ
り
、

工
夫
を
な
し
て
こ
の
難
局
を
切
り
抜
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
又
政
治
面
に

於
い
て
も
し
っ
か
り
し
た
見
る
目
を
養

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

幸
い
過
ぐ
る
選
挙
に
て
当
選
さ
れ
た
方

々
は
そ
れ
ぞ
れ
立
派
な
方
々
と
思
い
ま

す
。
一
層
の
熱
意
を
も
っ
て
村
政
発
展

に
蓋
力
さ
れ
る
事
を
願
っ
て
止
み
ま
せ

ん
。　

間
も
な
く
新
し
い
年
。
い
わ
ゆ
る
一

九
八
○
年
代
の
幕
開
け
を
迎
え
ま
す
が
、

石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
っ
て
、
世
界

は
大
き
く
ゆ
れ
動
く
年
代
と
な
り
そ
う

で
す
。
今
日
の
イ
ラ
ン
、
韓
国
の
政
情

混
乱
も
、
米
国
の
イ
ン
フ
レ
も
根
底
に

流
れ
る
要
因
は
石
油
を
土
台
と
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

議
長
就
任
の
あ

　
い
つ
の
間
に
か
議
会
の
頂
点
に
立
た

さ
れ
て
今
更
足
元
を
み
つ
め
乍
ら
、
そ

の
重
責
を
つ
く
づ
く
感
じ
て
居
る
昨
今

で
あ
り
ま
す
。
師
走
と
言
う
こ
と
で
、

あ
わ
た
だ
し
い
中
に
五
十
四
年
度
も
終

末
に
近
づ
き
又
、
雪
と
の
闘
い
が
始
ま

ろ
う
と
致
し
て
居
り
ま
す
。
議
員
と
し

て
の
信
条
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
常
に

村
民
の
立
場
に
立
っ
て
村
行
政
を
監
視

し
、
又
提
言
も
す
る
と
言
う
こ
と
で
あ

る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

更
に
深
く
皆
様
方
と
接
触
の
機
会
を
多

く
し
、
皆
様
方
の
意
向
を
村
政
に
反
映

い
さ
つ

　
　
大
　
島
　
芳
　
信

さ
せ
る
こ
と
が
私
共
の
よ
り
大
切
な
責

任
と
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
一
九
八
○
年
代
は
、
内
外
共
に
動
揺

の
時
代
と
言
わ
れ
て
居
り
ま
す
が
、
農

政
一
つ
を
と
り
あ
げ
て
も
そ
の
発
展
は

き
び
し
い
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
国

の
財
政
危
機
と
米
の
減
反
拡
大
政
策
、

石
油
危
機
と
、
諸
税
の
強
化
等
々
で
あ

り
ま
す
。
世
界
情
勢
も
と
み
に
悪
化
す

る
中
で
、
私
達
は
今
こ
そ
自
主
性
に
目

覚
め
、
国
県
に
対
し
何
か
を
求
め
て
ゆ

く
の
で
は
な
く
、
自
己
の
発
想
に
基
づ

き
国
県
に
協
力
さ
せ
て
ゆ
く
と
言
う
強

い
信
念
と
行
動
に
切
り
換
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
だ
と
愚
考
し
て
い
る
訳
で

あ
り
ま
す
。
何
の
創
意
も
な
い
儘
、
平

凡
に
一
日
一
日
を
過
ご
す
の
も
平
和
と

言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
依
然
と
し

て
過
疎
化
の
続
く
中
で
我
々
は
次
代
の

村
の
後
継
者
に
対
し
、
今
は
何
を
す
べ

き
か
を
身
を
も
っ
て
真
剣
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
だ
と
思
い
ま
す
。

学
校
統
合
、
道
路
改
良
、
医
療
の
充
実
、

農
林
業
の
振
興
、
生
活
基
盤
の
安
定
、

福
祉
の
向
上
、
等
々
何
れ
も
欠
か
せ
な

い
重
大
施
策
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
確
た
る
産
業
物
資

も
な
く
、
織
物
業
界
の
低
迷
が
続
く
中

で
私
達
の
村
が
人
口
の
流
出
を
防
ぎ
、

出
稼
ぎ
の
な
い
明
る
い
一
家
団
ら
ん
の

豊
か
な
村
造
り
を
な
す
に
は
、
農
業
を

基
盤
と
し
た
、
昔
乍
ら
の
施
策
で
は
中

里
村
の
発
展
は
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
け

は
確
実
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

今
こ
そ
私
達
は
、
他
の
見
よ
う
見
ま
め

だ
け
で
な
く
、
自
分
達
の
愛
す
る
村
の

立
地
条
件
を
よ
く
見
き
わ
め
、
一
貫
性

あ
る
総
合
計
画
の
も
と
に
村
を
あ
げ
て

の
観
光
開
発
を
な
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

我
が
国
も
従
来
の
よ
う
に
石
油
の
大
量

消
費
に
よ
り
、
工
業
製
品
を
多
量
に
生

産
し
洪
水
の
如
く
輸
出
を
続
け
る
事
は

困
難
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
時

は
又
食
糧
自
給
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
中
里
村
民
は
一
致
し
て
村
を
守
り

発
展
さ
せ
る
た
め
に
結
束
を
深
め
る
こ

と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
中
里

村
は
念
願
の
国
道
三
五
三
号
線
の
早
期

完
成
、
苗
場
第
二
の
開
発
着
工
、
そ
し

て
中
学
校
統
合
事
業
等
、
沢
山
の
課
題

を
か
か
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
完
遂

は
新
生
中
里
村
に
欠
く
事
の
出
来
な
い

重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
新
し
い
議
会

の
活
躍
を
願
い
、
同
時
に
村
民
各
位
の

ご
多
幸
を
希
っ
て
退
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

併
せ
て
大
企
業
の
誘
置
、
工
業
の
導
入

等
に
よ
り
雇
用
の
安
定
と
人
口
の
導
入

を
計
り
、
活
気
あ
る
田
園
都
市
づ
く
り

を
な
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
ん
な
こ
と
を
皆
様
と
折
に
ふ
れ
て

話
し
合
い
を
設
け
乍
ら
行
政
の
場
へ
反

映
で
き
れ
ば
幸
い
と
、
そ
ん
な
こ
と
を

考
え
つ
づ
け
て
い
る
私
で
す
。
議
会
は

明
る
く
む
つ
ま
じ
い
中
に
き
び
し
さ
を

含
め
て
、
や
っ
て
参
り
た
い
と
願
っ
て

居
り
ま
す
。
新
米
議
長
で
何
か
と
皆
様

の
御
指
導
を
仰
ぎ
勝
ち
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
御
引

廻
し
を
御
願
い
致
し
ま
す
。
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学
校
紹
介

1
貝
野
小
学
校
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
創
造
性
豊
か
な
、

　
　
　
生
き
生
き
と
し
た
子
ど
も
凶

◎
学
校
の
概
要
と
経
営
の
重
点

　
昭
和
五
十
三
年
度
に
老
朽
化
し
た
校

舎
が
全
面
解
体
さ
れ
、
同
年
度
末
に
は

鉄
筋
三
階
建
校
舎
が
完
成
し
た
。
そ
し

て
本
年
の
六
月
十
三
日
、
校
舎
落
成
式

典
を
挙
行
し
た
ば
か
り
の
モ
ダ
ン
校
舎

で
あ
る
。

　
こ
の
近
代
的
な
校
舎
環
境
と
小
規
模

人
数
の
特
性
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を

新
し
い
観
点
か
ら
創
り
あ
げ
て
い
こ
う

と
学
区
民
あ
げ
て
県
命
の
努
力
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◎
本
校
の
特
色
あ
る
活
動

1
、
全
校
活
動
を
重
視
し
た
経
営

　
小
規
模
校
の
特
性
を
生
か
し
た
経
営

と
い
う
こ
と
か
ら
教
育
活
動
を
「
学
年

　
　
　
　
　
　
し
肱

、
児
童
数
七
八
名

教
員
数
　
八
名

◎
教
育
目
標

　
「
進
ん
で
学
ぶ
、

活
動
」
と
「
全
校
活
動
」
の
二
群
に
組

織
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
毎
日
の
校
時
表
に
組
み
入
れ
た
も
の

と
毎
週
の
土
曜
に
組
み
入
れ
た
全
校
活

動
と
の
二
形
態
を
も
っ
て
い
る
の
が
本

校
の
特
色
で
あ
る
。

qD
運
動
の
時
間
（
八
時
一
6
分
か
ら
一
〇
分
間
）

　
八
時
三
〇
分
、
軽
快
な
運
動
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
が
校
内
に
流
れ
る
。
子
ど
も

た
ち
は
、
十
分
間
走
り
続
け
る
。
晴
れ

た
日
は
、
　
「
み
な
み
サ
ー
キ
ッ
ト
コ
ー

ス
」
を
走
る
。
雨
や
冬
季
間
は
、
校
舎

内
の
廊
下
を
走
り
続
け
る
。
廊
下
に
は

六
か
所
の
階
段
が
あ
り
、
外
に
は
三
か

　
　
　
　
　
、
蓑
藤
輝
灘
　
苫

〆
饗
；

　
　
　
　
　
　
嬢

十
二
月
二
十
一
日
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
風
景

所
の
階
段
が
あ
り
、
足
腰
の
鍛
練
に
は

格
好
の
施
設
活
用
で
あ
る
。

働
放
送
の
時
問
（
一
Ω
藝
か
ら
δ
分
間
）

　
K
H
K
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
作
る
テ
レ
ビ
番
組
で
あ

る
。
テ
レ
ビ
放
映
す
る
も
の
、
教
室
で

視
聴
す
る
も
の
一
体
に
な
っ
て
の
創
造

活
動
の
十
分
間
活
動
で
あ
る
。

㈹
読
書
の
時
間
（
二
時
二
五
分
か
ら
＋
五
分
間
v

　
全
校
読
書
の
時
間
で
あ
る
。
教
師
も

共
に
読
ん
で
い
る
。
学
校
が
静
ま
り
か

え
っ
て
い
る
十
五
分
間
で
あ
る
。
静
か

に
読
書
活
動
だ
け
が
動
い
て
い
る
貴
重

な
時
間
で
あ
る
。
子
ど
も
の
時
に
読
書

ぐ
せ
を
つ
け
な
け
れ
ば
大
人
に
な
っ
て

も
読
書
し
な
い
の
で
な
い
か
。
適
時
、

適
書
、
適
者
の
原
則
を
生
か
し
て
の
試

み
で
あ
る
。
　
（
以
下
次
の
機
会
に
）

ゆ
土
曜
集
会
（
二
～
三
限
）

　
子
ど
も
の
基
礎
学
力
向
上
を
ね
ら
っ

て
の
基
礎
活
動
の
時
間
で
あ
る
。

　
ク
ロ
ッ
キ
ー
大
会
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

大
会
、
漢
字
計
算
大
会
、
地
図
大
会
、

歌
の
集
い
、
児
童
会
行
事
な
ど
が
多
彩

に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
く
。

2
、
毎
月
発
行
の
「
貝
野
便
り
」

　
学
校
と
家
庭
と
の
心
の
絆
と
し
て
の

役
割
は
、
十
分
に
果
し
て
い
る
も
の
と

自
負
し
て
い
る
。
学
校
の
こ
と
、
子
ど

も
の
こ
と
、
P
T
A
の
こ
と
な
ど
を
共

に
理
解
し
合
う
中
か
ら
協
力
と
創
意
は

生
ま
れ
て
く
る
も
の
と
考
え
る
か
ら
で

あ
る
。

◎
今
後
の
学
校
運
営

　
来
年
度
か
ら
新
し
い
観
点
で
教
育
が

全
国
的
に
実
施
さ
れ
る
。
恵
ま
れ
た
教

育
環
境
を
十
分
に
駆
使
し
、
人
前
で
も

十
分
に
自
己
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

な
子
ど
も
づ
く
り
の
た
め
に
創
意
を
燃

や
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

、
、
Z
、
Z
、
Z
、
Z
、
Z
、
Z
、
Z
・
Z
・
Z
・
Z
・
Z
・
Z
・
Z
・
Z
・
Z
、
Z
・
Z
、
Z
、
Z
、
Z
、
Z
、
7

あ
な
た
の
年
金
権
復
活
に
ご
利
用
下
さ
い
．

　
　
　
　
ー
特
例
納
付
に
貸
付
資
金
ー

　
老
後
の
支
え
と
な
る
国
民
年
金
の
老

齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

（
い
わ
ゆ
る
無
年
金
者
）
を
救
済
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
特
例
納
付
の
期
限

は
あ
と
六
ヶ
月
に
せ
ま
り
ま
し
た
。

該
当
者
の
み
な
さ
ん
は
計
画
的
に
特
例

保
険
料
を
掛
け
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う

か
。
な
か
に
は
“
特
例
納
付
で
年
金
権

を
復
活
さ
せ
た
い
が
そ
の
資
金
の
都
合

が
つ
か
な
く
て
…
…
”
と
思
案
さ
れ
て

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
県
で
は
こ
の

よ
う
な
方
に
特
例
納
付
の
資
金
を
貸
出

す
制
度
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
貸

付
制
度
と
は
世
帯
更
生
資
金
（
福
祉
資

金
の
特
別
貸
付
）
と
県
費
貸
付
金
の
二

つ
の
資
金
を
合
わ
せ
て
五
十
万
ま
で
貸

付
け
る
も
の
で
す
。
そ
れ
で
は
、
特
別

納
付
資
金
貸
付
制
度
の
内
容
を
紹
介
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

《
貸
付
け
対
象
者
》

無
年
金
者
に
該
当
す
る
人
で
特
例
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
低
所
得
世
帯
。
（
世

帯
の
月
収
が
ひ
と
り
あ
た
り
四
四
、
○

○
○
円
に
そ
の
世
帯
人
員
数
を
乗
じ
た

額
以
内
で
あ
る
こ
と
を
い
う
）

《
貸
付
け
額
》

特
別
納
付
に
要
す
る
保
険
料
の
範
囲
内

で
五
十
万
円
が
最
高
限
度
額
。

《
利
率
》

据
置
期
間
中
は
無
利
子
で
、
そ
の
後
は

年
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
率
と
な
る
。

《
償
還
方
法
》

貸
付
金
の
償
還
期
間
は
据
置
期
間
（
六

ケ
月
以
内
）
・
経
過
後
の
三
年
以
内
で

そ
の
方
法
は
月
賦
、
半
年
賦
ま
た
は
年

賦
の
元
利
均
等
償
還
の
い
ず
れ
か
。

《
申
込
み
方
法
》

受
付
期
間
　
昭
和
五
十
五
年
五
月
十
日

　
　
　
　
　
ま
で

申
込
み
先
　
中
里
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
な
お
特
例
保
険
料
は
ひ
と
月
に
つ
き

四
、
○
○
○
円
で
納
め
る
こ
と
の
で
き

る
人
は
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
“
当
然
加
入
期
間
”
の
あ

る
人
で
す
。


